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～
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
を
～ 

  

 

７
月
に
入
り
、
１
日
の
最
高
気

温
が
35
℃
を
超
え
る
日
（
猛
暑
日
）

が
増
え
始
め
ま
し
た
。 

 

津
気
象
台
で
観
測
し
た
過
去
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
令
和
５
年
度

に
お
け
る
令
和
５
年
７
月
13
日
時

点
ま
で
の
最
高
気
温
は
、
令
和
５

年
７
月
12
日
の
35.8
℃
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

三
重
県
内
で
は
、
本
年
度
に
入

っ
て
す
で
に
６
回
の
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
環
境
省
及
び
気

象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、
熱

中
症
の
危
険
が
非
常
に
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

喉
の
渇
き
を
感
じ 

る
前
か
ら
水
分
を
と 

る
等
、
こ
ま
め
な
水 

分
・
塩
分
補
給
を
心 

が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
令
和
５
年
の
始
ま
り
を
無
災
害

で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
管
内
の
製
造
業
・
建
設
業
を

中
心
に
、
令
和
５
年
１
月
～
３
月
の
３
か
月
間
、
無
災
害
に
挑
戦

す
る
事
業
場
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。 

 

参
加
い
た
だ
い
た
事
業
場
で
は
、
ゼ
ロ
災
を
達
成
し
た
日
を
緑

色
に
塗
っ
て
い
く
カ
レ
ン
ダ
ー
「
ゼ
ロ
災
運
動
１
月

２
月

３
月

カ
レ

ン
ダ
ー
」
の
緑
十
字
の
完
成
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
製
造
業
で
は
、
事
故
の
多
い
「
巻
き
込
ま
れ
」「
挟
ま

れ
」「
切
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
摘
出
活
動
、
設
備

災
害
を
想
定
し
た
危
険
体
験
場
の
整
備
、
建
設
現
場
で
は
声
掛
け

に
対
す
る
確
実
な
応
答
や
始
業
前
の
Ｋ
Ｙ
活
動
の
徹
底
等
、
危
険

へ
の
感
度
を
高
め
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
ゼ
ロ
災
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
製
造
業
で
は
13
事
業
場
が
、
建
設
業
で
は
６
事
業

場
が
３
か
月
無
災
害
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

達
成
事
業
場
と
各
取
組
内
容
の 

詳
細
は
、
三
重
労
働
局
Ｈ
Ｐ
内 

「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の 

お
知
ら
せ
」
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を 

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
労
働 

災
害
防
止
活
動
の
参
考
と
し
て
是 

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

 

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
と
は
、

熱
中
症
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

に
提
案
さ
れ
た
指
標
で
、
人
体
と

外
気
と
の
熱
の
や
り
と
り
（
熱
収

支
）
に
着
目
し
、
人
体
の
熱
収
支
に

影
響
の
大
き
い
、
①
湿
度
、
②
日

射
・
輻
射
な
ど
の
周
辺
の
熱
環
境
、

③
気
温
の
３
つ
を
取
り
入
れ
た
指

標
で
す
。 

 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
熱
中
症
予
防
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

 
 

 

 
WBGT 28 以上は

熱中症が著しく増加 

STOP!熱中症 クールワークキャンペーン 
７月はキャンペーンの重点取組期間です！ 📣 

 

📣 

 



 

  

 

 

 

本
年
度
も
、「
見
た
人
（
は
た
ら
く
ひ
と
）
が
今
日
も
ケ
ガ 

な
く
安
全
に
働
い
て
帰
ろ
う
と
思
え
る
イ
ラ
ス
ト
」
を
、
未
就 

学
児
（
保
護
者
の
勤
務
先
が
松
阪
市
ま
た
は
多
気
郡
）
を
対
象 

に
募
集
い
た
し
ま
す
。 

 

応
募
締
め
切
り
は
、
令
和
５
年
９
月
８
日
（
必
着
）
と
な
っ 

て
お
り
ま
す
。
応
募
の
際
は
、
松
阪
労
働
基
準
協
会
ま
で
郵
送 

又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
応
募
要
綱
等
は
、
三
重
労
働
局H

P

内
「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署 

 

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
か
ら
Ｄ
Ｌ
可
能
で
す
。
↓
↓
↓ 
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６
月
末
現
在
に
お
け
る
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
管
内
の
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
108
人
（
前
年
同
期
よ
り
１
人

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

業
種
別
で
は
、
製
造
業
が
32
人
（
前
月
よ
り
５
人
増
加
）

と
約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
前
年
同
期
よ
り
４
人
増
加
し
て

い
ま
す
。
製
造
業
に
続
い
て
小
売
業
が
15
人
（
前
月
よ
り
４

人
増
加
）
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同
期
よ
り
３
人
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
業
が
15
人
（
前
月
よ
り
８
人
増
加
）

と
件
数
が
前
月
か
ら
大
き
く
増
え
て
お
り
、
前
年
同
期
よ
り

２
人
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、「
転
倒
」
が
27
人
と
最
も
多
く
、
続
い

て
「
墜
落
・
転
落
」
が
23
人
、「
は
さ
ま
れ
、
巻
き
込
ま
れ
」

が
22
人
と
続
き
ま
す 

 

転
倒
災
害
は
、
一
般
に
加
齢
と
と
も
に
身
体
機
能
が
低
下

す
る
こ
と
で
発
生
し
や
す
く
な
り
、
加
齢
に
よ
る
骨
密
度
の

低
下
等
か
ら
骨
折
等
の
リ
ス
ク
も
大
き
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
て
転
倒
す

る
、
足
が
も
つ
れ
て
転
倒
す
る
と
い
っ
た
事
例
も
多
々
見
受

け
ら
れ
ま
す
。 

 

作
業
場
の
凹
凸
で
躓
く
こ
と
が
な
い
よ
う
危
険
箇
所
の
確

認
・
解
消
や
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
も
含
め
た
整
理
整
頓
（
物

を
置
く
場
所
の
指
定
）
の
徹
底
等
を
は
じ
め
、
転
倒
や
怪
我

を
し
に
く
い
身
体
を
つ
く
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
導
入
等

を
行
い
、
転
倒
災
害
発
生
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

注 

公
表
の
数
値
は
す
べ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
り
患
に
よ
る
も
の
を
除

外
し
て
い
ま
す
。 

災
害
速
報
（
令
和
５
年
６
月
末
） 

 

ア
ン
ダ
ー
240
を
め
ざ
し
て 

 
 

 
災
害
発
生
防
止
に
取
り
組
も
う
！ 
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第２回「はたらくひと」募集イラスト紹介 

▶昨年度（第２回）は、令和３年７月１日から９月１０日まで募集しました。 

▶当月報では、令和４年１月号から順次、応募作品の一部を紹介しています。 

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html

